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 第 52回 キリギリスとコオロギの仲間 － ツユムシ、コオロギなど － 

日本には、童謡「虫のこえ」に歌われているように、マツムシ、スズムシ、キリギリス、クツワムシ、

ウマオイなど、秋に鳴く虫の声を鑑賞する風習があります。農林水産・食品産業技術振興協

会のサイトに、梅谷献二「虫を聴く文化」という興味深い記事が載っています。この記事によ

ると、秋、鳴く虫の声を聴いて楽しむ風習は世界でも珍しく、中国と日本だけだそうです。中国

では少なくとも唐の時代（８〜９世紀）から宮廷の女性たちが鳴く虫を飼って声を楽しむとい

うことが行われていたそうです。 

万葉集にはコオロギを詠み込んだ歌があります。ただし、その頃のコオロギは鳴く虫の総称だ

ったようです。平安時代になると、現在いうコオロギはキリギリスのことで、キリギリスはハタオ

リと呼ばれるようになりました。 

枕草子では「蟲
むし

はすずむし。ひぐらし。てふ。松
まつ

蟲
むし

。きりぎりす。はたおり。われから。ひをむし。

蛍。」と書かれており、きりぎりすはコオロギ、はたおりはキリギリスと解釈されています。平安

時代には、虫の音
ね

を楽しむ風習が貴族の間に定着したようです。江戸時代に入って、きりぎり

すは現在のキリギリス、こおろぎは現在のコオロギを指すようになったとされていますが、松尾

芭蕉の頃はまだきりぎりすはコオロギを指す言葉でした。 

この句は、芭蕉が加賀の小松にある多太
た だ

神社
じんじゃ

に詣でた時に、平氏に味方して木曽義仲の軍

勢と戦い、討ち死にした斎藤実盛のものと称する 甲
かぶと

を見て詠んだ句です。山本健吉は著書

『芭蕉』（新潮文庫）の中で、芭蕉は薄暗い堂内の兜のほとりにきりぎりすを見て詠んだと推

定し、このきりぎりすは「ツヅリサセコオロギ」（正式な和名はツヅレサセコオロギ）のことらし

いと述べています。 

話は変わりますが、秋に鳴く虫として、童謡「虫のこえ」にも歌われ、まず思い浮かべる懐かし

いキリギリス（チョン・ギースと鳴く）、クツワムシ（ガチャガチャ）、ウマオイ（スイッチョ）やマツ

ムシ、スズムシは、みずき野周辺では見たことも鳴き声を聞いたこともありません。今回は、姿

を見たり鳴き声を聞いたりして、みずき野周辺に棲むことが確認できたキリギリスの仲間やコ

オロギの仲間について述べます。なお、ここに挙げるいずれの虫も一部を除き雌は鳴きません。 

なお、私自身はこれらの虫の鳴き声を録音していません。しかし、どの虫がどのように鳴くか、

YouTube でかなり多く聞くことができますので、できるだけリンクしておきます。したがって、

むざんやな 甲
かぶと

の下
し た

の きりぎりす   芭蕉（奥の細道） 

https://www.jataff.jp/konchu/listen/listen.html
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 第 52回 キリギリスとコオロギの仲間 － ツユムシ、コオロギなど － 

今回は虫に鳴き声が録音された YouTube を紹介するような記事になってしまいますが、や

はり鳴く虫の魅力は鳴き声ですので、それも止むを得ません。 

１ ツユムシ、セスジツユムシ、クダマキモドキ 

ツユムシとセスジツユムシはキリギリス科の昆虫ですが、キリギリスと比べると小さく、弱々し

い感じです。両種はよく似ていますが、ツユムシは後翅
こ う し

（下の翅
はね

）が長く突き出しているので、

セスジツユムシと区別できます。鳴き声は両種とも地味で、意識して聴かないとほとんど気付

きません。 

セスジツユムシは、雌の写真を示します。残念ながら雄の写真がありません。雄は「セスジ」

が褐色で、少し幅広いものが普通です。セスジツユムシの雄の画像と鳴き声が YouTubeに

見つかりましたので、リンクしておきます。 

クダマキモドキはツユムシに近い昆虫です

が、ツユムシやセスジツユムシの頭から翅
はね

先までの長さが４センチ未満に対し、クダ

マキモドキは５センチ前後の大型の昆虫で

す。通常樹の上にいるので、見つける機会

は少ないのですがわが家の庭に降りてき

たのを写真に撮ることができました。 

クダマキモドキとは奇妙な名ですが、一見

クツワムシ（別名クダマキ）に似ていることから付けられた名です。広辞苑によると、「（１）くだ

まき（管巻）とは、梭
ひ

（織機の用具のひとつ）に入れる管に緯糸
よこいと

を巻きつけること。（２）（鳴く

ツユムシ １０月中旬 第２調整池花壇 セスジツユムシ １０月下旬 わが家の庭 

クダマキモドキ １０月下旬 わが家の庭 

https://www.youtube.com/watch?v=DdtkM2O7GgU
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 第 52回 キリギリスとコオロギの仲間 － ツユムシ、コオロギなど － 

声が糸車を操る音に似ているからいう）クツワムシの異称」とあります。クダマキモドキは鳴く

虫の例外として、雄も雌も鳴くそうです。クダマキモドキの雌の鳴き声を YouTube で聞くこと

ができます。 

ササキリとウスイロササキリは、草原に最も普通に棲んでいるキリギリス科の昆虫です。ササ

キリの写真は撮っていませんでした。ウスイロササキリの写真は載せておきます。もうひとつの

写真はホシササキリの褐色型です。ホシササキリは前翅
ぜんし

（外側の翅
はね

）の側面に黒い点の列を

もつササキリの仲間です。 

ウスイロササキリ ９月下旬 第２調整池 ホシササキリ ９月下旬 第２調整池 

ササキリとウスイロササキリの鳴き声は YouTubeに見つかりました。 

３ クサキリとクビキリギス 

クサキリもクビキリギスも頭から翅
はね

の先まで５センチ内外の大型のキリギリスの仲間で、草む

らに棲んでいます。両種とも体色が緑色の型と褐色の型があります。両種は体型がよく似て

２ ササキリの仲間 

 クサキリ １０月中旬 第２調整池  クビキリギス １０月中旬 第２調整池 

https://www.youtube.com/watch?v=T5K7-lW0Ui4
https://www.youtube.com/watch?v=ydqYHeQgBXA
https://www.youtube.com/watch?v=FNC11QXts0k
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 第 52回 キリギリスとコオロギの仲間 － ツユムシ、コオロギなど － 

いますが、クサキリは頭の先端が多少丸く、クビキリギスは尖っているので区別がつきます。ク

ビキリギスは緑色の型も褐色の型も口の周辺が赤いので、血吸いバッタと呼ばれることがあ

ります。クサキリの褐色型にも口の周辺が少し赤いものもいますが、緑色の型では赤くありま

せん。 

クサキリとクビキリギスの鳴き声はよく似ていて、「ジー」という連続音です。クサキリは９月頃

鳴きますが、クビキリギスは成虫で越冬し、春の暖かい日の夜に鳴きます。春に鳴くキリギリス

の仲間はクビキリギスぐらいだろうと思います。クビキリギスの鳴き声は YouTube にありまし

た。 

クビキリギスとは奇妙な名ですが、噛む力が強く、服などにかみついたとき、無理に引っ張る

と首が切れてしまうことから名付けられました。 

ヒメギスはキリギリス科の代表種であるキリ

ギリスを小型にしたような昆虫ですが、キリ

ギリスは頭から翅
はね

の先まで３センチ前後な

のに対し、ヒメギスは少し小さく 2.5 センチ

程度です。草むらに棲んでいますが、時々路

上に出てきて、シャッターチャンスを作ってく

れます。ヒメギスの鳴き声を YouTubeで聞

くことができます。 

ヤブキリもキリギリスに近い昆虫です。残念ながら成虫の写真を撮っていませんが、第１４回

「花にくる虫たちー甲虫・チョウなど」の６ページにヤブキリの幼虫の写真を載せています。し

たがって、みずき野周辺に生息することは確かです。しかしヤブキリは成虫になると木に登っ

てしまうので、見つけることが困難になります。ヤブキリの成虫の姿と鳴き声は、YouTube を

参照してください。 

コオロギはコオロギ科の代表的な昆虫の総称で、エンマコオロギ、ミツカドコオロギ、ツヅレサ

セコオロギの３種がよく知られています。ところが残念なことに、それらの写真が撮れていませ

４ ヒメギス、ヤブキリ 

ヒメギス ７月上旬 守谷市本町地区 

５ コオロギの仲間 

https://www.youtube.com/watch?v=YUlWqQoq2RQ
https://www.youtube.com/watch?v=1HX9h5SMIzQ
http://www.mizukino-chonaikai.org/Shizen/20150530Mizukino-no-shizen14.pdf
http://www.mizukino-chonaikai.org/Shizen/20150530Mizukino-no-shizen14.pdf
https://www.youtube.com/watch?v=wPazTeaaomw
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 第 52回 キリギリスとコオロギの仲間 － ツユムシ、コオロギなど － 

ん。３種とも草むらの中で鳴いているのを耳にするのですが、鳴く声を聞きつけて近寄ると鳴

き止んでしまい、見つけることができません。仕方がないのでそれらの姿と鳴き声は

YouTubeを参照してください（エンマコオロギ、ミツカドコオロギ、ツヅレサセコオロギ）。 

ツヅレサセコオロギの名の由来は、広辞苑によれば、「古人が鳴き声を『針（または肩）刺せ、

糸（裾
すそ

）刺せ、綴
つづ

れ刺せ』と聞きなしたことか

らの名」とありました。つまりこの声を聞いた

ら冬支度をしろということでしょう。 

上３種と並んで、比較的普通にいるハラオカ

メコオロギは、路上に出て来ることが多いの

で、写真を撮ることができした。ハラオカメコ

オロギの鳴き声は、YouTube を参照してく

ださい。 

アオマツムシは中国から日本に入ってきた

帰化種です。樹の上に棲み、甲高
かんだか

い声で鳴

きます。みずき野にも多く、夕方から鳴き出し

ますが、やかましく聞こえます。写真は樹の上

からわが屋の門扉の支えの上に落ちてきた

も ので す 。 ア オ マツ ムシの 鳴き 声 は

YouTubeを参照してください。 

写真は撮っていませんが、みずき野周辺で

鳴き声を聞くことができる虫が他にもいくつかいます。カンタンは人の耳に最も優しい声の持

ち主で、鳴き声は「ルルルル・・・」という連続音です。鳴く虫の女王と呼ばれていますが、鳴く

のはやはり雄です。昭和５０年代の終わりごろ、造成中のみずき野にはまだ草むらが残ってい

て、夕方、つくばからの勤め帰りにカンタンの声をよく耳にしたものです。今はカンタンもみず

き野周辺に少なくなったように感じています。カンタンの鳴き声は YouTube でお聞きくださ

い。 

ハラオカメコオロギ １０月中旬 みずき野７丁目 

６ その他コオロギ科の昆虫 

アオマツムシ １０月上旬 わが家の入口 

https://www.youtube.com/watch?v=5rvzyGbLEkM
https://www.youtube.com/watch?v=KlWiXp3Pxm0
https://www.youtube.com/watch?v=gSD3LPeFLKg
https://www.youtube.com/watch?v=Pj_c2BBOybY
https://www.youtube.com/watch?v=Pj_c2BBOybY
https://www.youtube.com/watch?v=O4HQ3lZPCfU
https://www.youtube.com/watch?v=-KYjWhzJ3Mk
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 第 52回 キリギリスとコオロギの仲間 － ツユムシ、コオロギなど － 

カンタンは漢字では「邯鄲」と書きますが、これは完全なあて字です。邯鄲
かんたん

とは中国河北省に

ある市の名前で、虫の名は故事「邯鄲
かんたん

の夢」とも関係がありません。 

カネタタキは家の周辺でよく見かける小さな虫で、家の中にも時々入ってきます。小さい割に

ははっきりした声で「チンチンチンチン・・・」と鳴きます。家にいても鳴き声はよく聞こえますの

で、よく知られた虫と思います。カネタタキの鳴き声は YouTubeで聞くことができます。 

カマドウマは、背が丸く、翅
はね

がなく、よく家の中に侵入し、台所、便所、風呂場など、薄暗いとこ

ろに入り込みます。翅
はね

がない代わりに後脚が強く、高く跳ね上がり、人の体や周囲のものにぶ

つかります。 

こんな不快な虫を最後に載せたのは、次の芭蕉の句を引用したかったからです。 

これは著名な「 病
びやう

雁
がん

」の句とともに、琵琶湖畔の堅田
かただ

で詠まれた句です。琵琶湖畔ですか

ら、小海老は淡水の海老、漁師の家の床に置いた大きな笊
ざる

のようなもの上に広げられた小

海老にいとど（「いとど」はカマドウマのこと）が混じって、跳ねている様子が想像できます。カ

マドウマが好みそうな、小海老の生臭い匂いまで感じられる名句と思います。このように俳句

になりそうもない情景を俳句にしてしまうところが芭蕉の凄さです。 

カマドウマはカマドウマ科の虫で、コオロギ

とは縁遠い虫ですが、一見コオロギに似て

いるので、オカマコオロギ、ベンジョコオロ

ギ、エビコオロギなどと呼ばれることもあるよ

うです。自然界では洞窟など暗い場所に棲

んでいます。家の周辺にも多く、台所に設置

したかまどの近くによく見られ、馬のように跳

ねるので、カマドウマの名がついたといわれ

ています。 

７ カマドウマ 

カマドウマ １２月上旬 わが家の駐車場  

海士
あ ま

の屋
や

は 小海老
こ え び

にまじる いとど哉
かな

  芭蕉（猿蓑） 

https://www.youtube.com/watch?v=wdwxfvSO96c

